
一
九
九

第
五
章　

公
聴
会　
　

（
二
二
〇
、
二
二
一
）

第
五
章　

公
聴
会

二
二
〇　

委
員
会
に
お
い
て
公
聴
会
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
公
聴

会
開
会
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す
る

委
員
会
が
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
の
た
め
公
聴
会
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
委
員
長
は
、
議
案
の
名
称
、

問
題
及
び
開
会
の
日
を
記
載
し
た
公
聴
会
開
会
承
認
要
求
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
議
長
に
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
求
め

る
。

参
照　

二
二
一
号
、
三
三
〇
号
、
諸
表
一
八

二
二
一　

公
聴
会
の
開
会
の
日
時
は
、
委
員
長
が
委
員
会
に
諮
っ
て
決
定
す
る

の
を
例
と
す
る

公
聴
会
の
開
会
の
日
時
は
、
委
員
長
が
公
聴
会
の
問
題
と
と
も
に
委
員
会
に
諮
っ
て
決
定
す
る
の
を
例
と
す
る
。

国
第
五
一
条

規
第
六
〇
条

　
第
六
二
条

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　

規
第
三
八
条

　
第
六
四
条

｢

規
第
八
〇
条

 

　
の
三

 

　
第
八
〇
条

 

　
の
八
」



二
〇
〇

参
照　

三
七
号
、
二
二
〇
号

二
二
二　

公
聴
会
の
公
示
は
、
官
報
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
委
員
長
の
選
定
す
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
等
の
方
法
に
よ
る

公
聴
会
の
公
示
方
法
は
、
第
一
回
国
会
以
来
官
報
及
び
一
の
新
聞
に
掲
載
し
、
併
せ
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
こ
と
と
し

て
い
た
が
、
第
五
十
五
回
国
会
以
後
は
官
報
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
及
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
り
こ
れ
を
公

示
し
、
新
聞
掲
載
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

○
公
聴
会
の
公
示
方
法
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
一
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日
）

公
聴
会
の
公
示
方
法
は
、
官
報
及
び
一
の
新
聞
に
掲
載
し
、
併
せ
て
放
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
五
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
四
十
二
年
五
月
八
日
）

公
聴
会
の
公
示
は
、
官
報
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
及
び
新
聞
掲
載
の
方
法
に
よ
り
周
知
徹

底
さ
せ
る
が
、
そ
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
該
委
員
長
の
選
定
に
任
せ
る
こ
と
と
す
る
。

参
照　

二
二
三
号

規
第
六
五
条

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　



二
〇
一

第
五
章　

公
聴
会　
　

（
二
二
二
―
二
二
四
）

二
二
三　

公
聴
会
は
、
お
お
む
ね
十
日
前
に
公
示
す
る
の
を
例
と
す
る

公
聴
会
は
、
お
お
む
ね
十
日
前
に
公
示
す
る
の
を
例
と
す
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

第
二
回
国
会
運
輸
及
び
交
通
委
員
会
に
お
い
て
、
国
有
鉄
道
運
賃
法
案
に
つ
い
て
、
公
聴
会
（
昭
和
二
十
三
年
六
月

十
六
日
）
を
開
会
す
る
に
当
た
り
、
会
期
終
了
期
日
切
迫
の
た
め
、
そ
の
公
示
を
五
日
前
に
行
っ
た
。

参
照　

二
二
二
号

二
二
四　

公
述
人
の
選
定
は
、
委
員
長
に
一
任
す
る
の
を
例
と
す
る

公
述
人
の
選
定
は
、
委
員
会
の
議
決
に
よ
り
、
委
員
長
に
一
任
す
る
の
を
例
と
す
る
。

公
述
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
た
者
及
び
各
会
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
等
の
中
か
ら
選
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
委
員
長
は
理
事
と
協
議
す
る
の
を
例
と
す
る
。

な
お
、
総
予
算
に
つ
い
て
の
公
聴
会
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
た
者
以
外
の
者
の
中
か
ら
選
ぶ
公
述
人
は
、

財
政
、
金
融
等
の
項
目
別
に
選
定
す
る
の
を
例
と
す
る
。

規
第
六
五
条

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　

規
第
六
七
条

（
規
第
六
六
条
）

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　



二
〇
二

二
二
五　

公
述
人
の
発
言
時
間
は
、
委
員
長
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
均
等
に
定

め
る
の
を
例
と
す
る

公
述
人
の
意
見
開
陳
の
た
め
の
発
言
時
間
は
、
委
員
長
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
均
等
に
定
め
る
の
を
例
と
す
る
。

二
二
六　

欠
席
し
た
公
述
人
の
申
出
に
よ
り
代
理
人
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
た
例

第
三
十
一
回
国
会
予
算
委
員
会
公
聴
会
（
昭
和
三
十
四
年
三
月
十
一
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
四
年
度
一
般
会
計
予

算
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、
公
述
人
（
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
事
務
局
長
）
岩
井
章
君
は
病
気
の
た
め
出
席
せ

ず
、
代
理
と
し
て
（
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
政
治
部
長
）
小
山
良
治
君
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
た
い
旨
申
し
出
た
の

で
、
委
員
長
代
理
理
事
堀
木
鎌
三
君
は
委
員
会
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
委
員
会
は
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

参
照　

二
二
七
号

国
第
四
八
条

規
第
六
七
条

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　

規
第
七
一
条

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　



二
〇
三

第
五
章　

公
聴
会　
　

（
二
二
五
―
二
二
七
）

二
二
七　

欠
席
し
た
公
述
人
が
文
書
を
も
っ
て
意
見
を
提
示
し
た
例

第
十
六
回
国
会
労
働
委
員
会
公
聴
会
（
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日
）
に
お
い
て
、
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お

け
る
争
議
行
為
の
方
法
の
規
制
に
関
す
る
法
律
案
の
審
査
に
当
た
り
、
公
述
人
（
成
蹊
大
学
教
授
）
野
田
信
夫
君
は

出
席
せ
ず
、
文
書
を
も
っ
て
意
見
を
委
員
会
に
提
示
し
た
い
旨
申
し
出
た
の
で
、
委
員
長
栗
山
良
夫
君
は
「
野
田
信

夫
君
が
都
合
が
悪
く
出
席
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
て
文
書
を
も
っ
て
意
見
を
当
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

委
員
の
方
々
に
お
諮
り
い
た
し
ま
す
が
、
本
文
書
を
専
門
員
に
代
読
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
御

異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。」
と
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
可
決
し
た
。

第
三
十
八
回
国
会
運
輸
委
員
会
公
聴
会
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
三
日
）
に
お
い
て
、
国
有
鉄
道
運
賃
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
の
審
査
に
当
た
り
、
委
員
片
岡
文
重
君
は
、
公
述
人
（
評
論
家
）
阿
部
静
枝
君
か
ら
病
気
の
た
め
出
席

で
き
な
い
の
で
、
後
刻
文
書
を
も
っ
て
意
見
を
提
示
し
た
い
と
の
申
出
が
あ
っ
た
旨
を
述
べ
、
そ
の
意
見
を
会
議
録

に
掲
載
す
る
こ
と
の
動
議
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
可
決
し
た
。

参
照　

二
二
六
号

規
第
七
一
条

｢

規
第
八
〇
条 

の
三
」　
　



二
〇
四

二
二
八　

公
述
人
の
意
見
を
連
合
審
査
会
に
お
い
て
聴
取
し
た
例

第
百
三
十
一
回
国
会
に
お
い
て
、
地
方
行
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及

び
大
蔵
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
所
得
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
等
に
よ
る
租
税
収

入
の
減
少
を
補
う
た
め
の
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
の
公
債
の
発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
外
二
件

に
つ
い
て
、
地
方
行
政
委
員
会
及
び
大
蔵
委
員
会
は
、
相
互
に
連
合
審
査
会
開
会
の
申
入
れ
及
び
受
諾
の
議
決
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
付
託
議
案
に
つ
い
て
公
聴
会
を
開
会
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
地
方
行
政
委
員
会
、
大
蔵
委
員

会
連
合
審
査
会
公
聴
会
（
平
成
六
年
十
一
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
公
述
人
の
意
見
を
聴
取
し
た
。

参
照　

二
二
〇
号
、
二
二
九
号

国
第
五
一
条

規
第
三
六
条

　
第
六
〇
条

　
第
八
〇
条

　
の
三

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
　


